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▪	鹿屋市ホームページ
	 http://www.e-kanoya.net/
▪	鹿屋市公式 facebook
	 https://www.facebook.com/
	 Kanoya.City
▪	鹿屋市ラジオ広報番組
	 ＦＭかのや（77.2MHz）
	 （月～金曜日、8：05～と16：05～）
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ひと・まち・産業が躍動する「健康・交流都市 かのや」

鹿屋市広報

統計情報

市の花　ばら
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今月のカバー

花
は な

戦
い く

さ

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

103,021人
49,265人
53,756人

45,439世帯
448.33㎢ 

平成29年５月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

ミント・ティー
さわやかなグリーンの花びらが印象的な
剣
けん
弁
べん
高
こう
芯
しん
咲きの一輪花。比較的開花しや

すく、四季を通じて開花が期待できる切
花品種。

（＋ 663）
（＋ 397）
（＋ 266）
（＋ 472）

◎上映時間（127分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～

◎鑑賞料
　一般／ 1,800円　大学生／ 1,500円 
　高校生以下／ 1,000円　60歳以上／ 1,000円
問リナシティかのや　☎0994-35-1001

野村萬
ま ん

斎
さ い

演じる主人公・池
いけのぼう

坊専
せ ん

好
こ う

は、天
下人となって驕

お ご

り嵩
こ う

じる暴君・豊臣秀吉
に対し、「花」を片手に立ち上がった。戦
国の世に、花を持って挑んだ“けったい
な男”の「一世一代の戦さ」を描く。

明日への

扉

Ｆ
Ｍ
か
の
や（
77・２
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）

６
月
26
日（
月
）９
時
５
分
か
ら

東 

慎
一
郎
さ
ん
が
出
演
（予定）

No.31

東
ひがし

 慎
しん

一
いち

郎
ろう

 さん

　

平
成
26
年
３
月
、
ラ
･
サ
ー
ル
学
園

時
代
の
教
え
子
に
会
う
た
め
、
エ
ジ
プ

ト
、
ヨ
ル
ダ
ン
を
訪
ね
る
旅
に
出
掛
け
ま

し
た
。
彼
は
当
時
エ
ジ
プ
ト
で
通
信
記
者

と
し
て
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
の
内
戦
な
ど

を
継
続
的
に
発
信
し
て
い
ま
し
た
。
旅
の

き
っ
か
け
は
、
未
踏
の
地
を
踏
む
好
奇
心

と
、
教
え
子
の
活
躍
を
実
際
に
こ
の
目
で

見
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
し

た
。
実
は
20
数
年
間
、
絵
描
き
と
し
て
、

表
現
者
と
し
て
、
描
く
べ
き
も
の
が
見
つ

か
ら
ず
、
ず
っ
と
苦
悩
し
て
い
ま
し
た
。

絵
に
つ
い
て
の
勉
強
は
し
て
き
て
、
そ
れ

な
り
に
描
け
る
よ
う
に
な
っ
て
仕
事
に
し

て
い
ま
し
た
が
、「
描
き
た
い
も
の
が
無

い
」、「
伝
え
る
べ
き
も
の
が
無
い
」
と
い

う
の
は
致
命
的
な
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
旅
で
表
現
す
べ
き
こ
と
が
見
つ

か
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

旅
は
想
像
以
上
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

も
の
で
し
た
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
影
響
が

残
る
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
市
内
の
惨
状
を

目
の
当
た
り
に
し
、
ヨ
ル
ダ
ン
で
パ
レ
ス

チ
ナ
難
民
だ
っ
た
と
い
う
人
の
話
や
、
教

え
子
の
シ
リ
ア
で
の
取
材
の
様
子
を
聞
い

て
い
る
う
ち
に
、
悲
し
み
と
怒
り
の
感
情

が
こ
み
上
げ
ま
し
た
。
死
者
に
対
す
る
尊

厳
も
無
い
中
東
の
現
実
、
殺さ
つ

戮り
く

が
殺
戮
を

呼
ぶ
負
の
連
鎖
に
苦
し
む
人
々
、
理
不
尽

な
子
ど
も
の
死
…
。
旅
の
中
で
最
も
衝
撃

を
受
け
た
日
の
翌
日
、
ノ
ー
ト
の
切
れ
端

に
、
平
和
の
象
徴
で
あ
る
ハ
ト
の
絵
を
描

い
て
い
る
私
が
い
ま
し
た
。

　

そ
の
２
日
後
、
カ
イ
ロ
近
郊
ギ
ザ
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
通
り
で
壁
画
を
描
く
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ス
プ
レ
ー
缶
を

振
り
な
が
ら
、
表
現
者
と
し
て
、
な
す
べ

き
こ
と
に
出
会
っ
た
こ
と
を
確
か
め
ま
し

た
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
平
和
を
祈

り
な
が
ら
、
世
界
中
で
壁
画
を
描
く
活
動

を
し
よ
う
と
決
め
た
の
で
す
。

　

エ
ジ
プ
ト
を
皮
切
り
に
、
イ
ン
ド
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
、
こ
れ
ま
で

世
界
10
か
国
で
壁
画
を
描
い
て
き
ま
し

た
。
政
情
不
安
定
な
都
市
、
国
境
地
帯
、

軍
事
施
設
内
と
い
っ
た
場
所
で
の
制
作

は
、
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
強
く
感
じ
る

場
で
も
あ
り
ま
す
。
外
国
語
で
の
交
渉
と

塗
料
の
質
に
も
毎
回
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
現

場
に
入
る
ま
で
壁
の
材
質
が
分
か
ら
な

か
っ
た
り
、
購
入
し
た
塗
料
の
色
が
違
っ

た
り
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
ね
。

　

活
動
を
通
し
て
世
界
中
に
友
人
が
増
え

ま
し
た
。
個
人
的
な
友
情
と
国
家
間
の
こ

と
を
同
じ
平
面
上
で
論
じ
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ
か「
国
家
間

の
問
題
や
紛
争
を
友
情
で
止
め
ら
れ
る
日

が
来
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
壁
画
を
描
き
続

け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
和
な
世
界

が
訪
れ
る
ま
で
。

昭和44年鹿屋市生まれ。鹿屋高校、鹿児島大学を卒業後、平成５年か
ら19年まで、ラ･サール学園（鹿児島市）や西原小学校など、県内の小中
高校で美術講師・教員として勤務。平成21年枕崎市にデザイン事務所を
設立。平成26年から世界中で壁画を描く活動を続ける。（47歳）

争いの無い世界に
筆の力を信じて

エジプトで初めて描いた壁画は、２羽のハトが互いに花を
ささげ合う絵（写真）。以降、世界中で次々に制作し、今年
５月、目標だった10か国目には母国・日本（沖縄）を選ん
だ。目標は達成したが、今後も描き続けると語る。

03	 �明日への扉	

東 慎一郎 さん
04	 �特集	
ＩＣＴ～実はここにもあそこにも～

08	 街フォトスクラップ

10	 わたしたちの「水道水」

14	 英語でコミュニケーション

16	 かのやばら祭り2017春  Photo Gallery

18	 情報掲示板

23	 まちの保健室

24	 市民のひろば

25	 �地域おこし協力隊かのや活動レポート、	
今月のプレゼント

26	 スポットライト

27	 �大人の社会見学	
おとなの香り茶  バラ煎茶

～
７ 14金
上映中

特
別
割
引
券

割
引
券
を
お
持
ち
の
人
は
30
0円

（
高
校
生
以
下
は
20
0円
）を
割
引し
ま
す
。

※
60
歳
以
上
の
人
は
割
引
対
象
外
で
す
。

花戦さ

立
たてがみ

神
吾平町下名木

こ ば

場の立神公園内にある
「立神」。大木と思いきや、実は垂直に
突き立つ巨石。地域では「立

たてがんさあ

神様」と
呼ばれ、「歯の神様」として親しまれて
います。園内には、ほかに「親子岩」、「不
動岩」と呼ばれる巨石も存在します。
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「
ま
っ
ぷ
de
か
の
や
」

　

Ｇジ
ー

Ｉア
イ

Ｓエ
ス

と
は
、建
物
や
道
路
な
ど
、

地
理
的
な
情
報
を
地
図
上
で
電
子
化

し
、
一
体
的
に
参
照
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

能
な
場
所
は「W

i-Fi

ス
ポ
ッ
ト
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
市

内
の
公
共
施
設
に
お
い
てW

i-Fi

ス

ポ
ッ
ト
の
整
備
を
進
め
、５
月
現
在
、

か
の
や
ば
ら
園
や
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
、
市
役
所
本
庁
、
各
総
合
支
所
な

ど
、
11
か
所
のW

i-Fi

ス
ポ
ッ
ト
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
な
ど

の
商
業
施
設
に
お
い
て
もW
i-Fi

ス

ポ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
、
生
活
を

便
利
に
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
。
こ

れ
ら
の
中
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
も
の
が
意
外
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

公
衆
無
線
Ｌラ

ン
Ａ
Ｎ
に
よ
る�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続�

（W

ワ
イi-F

フ
ァ
イ

i

ス
ポ
ッ
ト
）

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
は
、
様
々
な

公
共
の
場
で
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
、

無
線
通
信
に
対
応
し
た
モ
バ
イ
ル
端

末
を
、
公
衆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
経
由

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る

技
術
の
こ
と
で
す
。
高
速
通
信
に
対

応
し
たW

i-Fi

と
い
う
規
格
で
整
備

さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
利
用
可

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
「
ま
っ
ぷ
de
か
の
や
」

で
は
、
左
記
の
よ
う
な
情
報
を
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の�

有
効
活
用

　

市
で
は
２
月
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
や
税
・
戸
籍

関
係
書
類
を
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
証
明
書

な
ど
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
て
、
児
童
手
当
の
現
況
届

な
ど
、
こ
れ
ま
で
市
役
所
な
ど
の
窓

口
に
出
向
い
て
行
う
必
要
の
あ
っ
た

手
続
き
を
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
で
き
る
よ

う
に
、
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
で
は
、
健
康
保
険

証
と
し
て
の
利
用
や
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
入
場
管
理
で
の
活
用
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活

用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｆ
Ｍ
プ
ラ
ぷ
ら
」

　

Ｆ
Ｍ
プ
ラ
ぷ
ら
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

こ
と
で
、「
Ｆ
Ｍ
か
の
や
」
の
放
送

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
無
料
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
、
市
内
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
が
開
発
し
ま
し
た
。

　

ア
プ
リ
ス
ト
ア
で
「
Ｆ
Ｍ
か
の

や
」
と
検
索
し
、「FM

か
の
や o

オ
ブf 

u

ユ
ー
ジ
ン
グ

sing F

エ
フ
エ
ム
プ
ラ
ぷ
ら

M
++

」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や�

情
報
プ
ラ
ザ

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
情
報
プ
ラ
ザ

は
、
情
報
技
術
に
関
す
る
学
習
機
会

の
提
供
及
び
活
動
の
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
地
域
情
報
の
受
発
信
を

目
的
に
、
平
成
19
年
４
月
に
開
設
し

ま
し
た
。

　

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
活
用
し
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
、
初
心
者

か
ら
最
先
端
の
技
術
ま
で
受
講
可
能

な
各
種
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
座
な
ど
を
開
催

し
、
情
報
交
流
及
び
情
報
活
用
能
力

向
上
の
拠
点
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

「p
ペ ッ パ ー

epper」自己紹介

・�平成 28 年７月から、リナシ

ティかのやの館内案内役とし

て勤務

・�業務用の pepper が、案内役

として自治体の施設で勤務す

るのは、実は九州初

・�得意技は、（本人曰
いわ

く）「１億

倍（!?）のスピードでも話せる」

という早口言葉

・�ほかにも、リナシティかのや

にやってきた子どもたちと触

れ合うのが大好き

生活の
身近な所に
IＣＴ

Information

  Communication

    Technology

　「Ｉ
アイ

Ｃ
シー

Ｔ
ティー

」、「情報通信技術」と聞いて、皆さんど
のようなイメージを思い浮かべますか。「難しそ
う」、「私にはそんなに関係が無いかも」などのイ
メージを持つ人もいらっしゃるかもしれません。
　でも、ＩＣＴは、電気や水道などと同じく、今や
私たちの生活に無くてはならない、大切な生活基
盤として、時には目に見えないところで、私たち
の生活を快適で便利なものにしてくれています。
　今回は、平成28年７月からリナシティかのや
で、館内の案内役を勤めている、人型コミュニケー
ションロボット「p

ペ ッ パ ー

epper 」と一緒に、私たちの生
活の中のＩＣＴについて、見ていきましょう。

問市情報行政課（５階）　☎0994-31-1135

▲「まっぷdeかのや」で表示する防災情報マップ（北田町付近）

▲�マイナンバーカード（見本）

▲�リナシティかのや情報プラザパソコン学習室
▲��公共施設のWi-Fiスポット 

（市役所１階市民ホール）

▶�「
Ｆ
Ｍ
プ
ラ
ぷ
ら
」ト
ッ
プ
画
面

　私と
一緒に

、

鹿屋の
ＩＣＴ

を

見てみ
ましょ

う

～ 実はここにも あそこにも ～

）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））

ICT で

とても便利
に

なっていま
す!!

○�福祉施設・文化施設などの施設情報
○�避難所・急傾斜地などの防災情報

○�都市計画区域・用途区域などの都市計画情報
○�国道・県道・橋

きょう

梁
りょう

・トンネルなどの道路情報
○�小中学校区・投票所などの地域情報

「まっぷdeかのや」で閲覧できる情報

次のページへ

で
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）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））

　
「pepper

」
を
含
め
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
作
動
さ
せ
る
に
は
、
会
話
や
身
振

り
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
録
し

た
、ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト（
以

下
ア
プ
リ
）が
必
要
で
す
。

 

そ
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
動
さ

せ
る
ア
プ
リ
を
作
成
す
る
に
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
高
度
な
知
識
・
技
術

が
要
求
さ
れ
ま
す
。

「�

ア
プ
リ
開
発
人
材
育
成

事
業
」

　

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
ア
プ
リ
開
発
人
材
育
成
事
業
」
で

は
、
市
内
の
高
校
生
が
、
情
報
に
関

す
る
課
題
授
業
と
し
て
、「pepper

」

を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
ア
プ
リ
を
開

発
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
高
校
生
が
開
発

し
た
ア
プ
リ
を
使
っ
て「pepper

」

と
私
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

「�

鹿
屋
市
教
育
の�

情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
は
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
大
き
な
柱
の

一
つ
で
す
。
今
後
も
、
平
成
28
年
度

に
定
め
た「
鹿
屋
市
教
育
の
情
報
化

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
次
の
３
つ

の
視
点
か
ら
、
学
校
教
育
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
効
果

　

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
動
さ
せ
る
ア
プ
リ

の
開
発
を
通
じ
て
、
次
の
４
つ
の
学

習
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト

本
体
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
操

作
・
開
発
技
術
の
習
得

○�

即
戦
力
と
し
て
対
応
で
き
る
情
報

活
用
能
力
の
習
得

○�

グ
ル
ー
プ
で
ア
プ
リ
を
開
発
す
る

こ
と
に
よ
る
協
調
性
・
主
体
性
の

向
上

○�

情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
新
し
い
も

の
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
る
、
思

考
力
・
想
像
力
・
表
現
力
の
育
成

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
時
代
に
対
応
し
た
人
材

育
成

○
地
域
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
向
上

○�

ア
プ
リ
開
発
事
業
者
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

事
業
者
の
市
内
へ
の
誘
致（
立
地
）

や
地
元
で
の
新
た
な
雇
用
の
創
出

　

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

こ
の
事
業
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
プ
リ
授

業
を
受
け
た
高
校
生
が
市
内
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
企
業
に
就
職
す
る
な
ど
、
少
し
ず

つ
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

充
実
を
推
進
し
ま
す
。

ま
で
の
３
年
間
に
、
市
内
す
べ
て
の

小
・
中
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
整
備

す
る
予
定
で
す
。

事
業
の
成
果

　

先
行
的
に
導
入
し
た
鶴
峰
小
学
校

で
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
80
％
以
上

の
児
童
が
、「
学
習
意
欲
の
高
ま
り

や
授
業
内
容
の
分
か
り
や
す
さ
を
感

じ
る
」と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に

よ
り
、
児
童
自
ら
の
主
体
的
な
表
現

活
動
が
増
え
、
自
信
を
持
っ
て
自
分

の
考
え
や
思
い
を
的
確
に
表
現
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
も
、
事
業

の
成
果
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
、
教
職
員
か
ら
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
が
向
上

し
、
新
た
な
教
材
開
発
に
つ
な
が
っ

た
」、「
効
率
よ
く
授
業
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
、
授
業
内
容
な
ど
が
改
善
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
化
は
日
進
月
歩
で
、

こ
れ
か
ら
も
そ
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
特
に
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

「�

か
の
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ�

教
育
推
進
事
業
」

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
計
画
的
に
推
進
す

る「
か
の
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

鶴
峰
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
に
指
定

し
、
平
成
26
・
27
年
度
の
2
年
間
で
、

授
業
で
使
用
す
る
電
子
黒
板
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
整
備

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
鹿
屋
女
子
高
校

に
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度

学校教育における

ＩＣＴ化の推進

アプリ開発教育を

通じた人材育成

学校で楽しく
学ぶ IＣＴ

▲��電子黒板を活用した授業 
（鶴峰小学校）

▲�２月に開催された「高校生 
ロボットアプリ発表会」

▲�「動かない pepper を、私たちのアプリで 
動かすんだ。」緊張した表情でのぞきこむ

　平成28年度のアプリ開発人材育成事業で、実際にアプリを開発した生
徒たちは、「動作の設定や話す言葉を細かく自分で操作できることが、大
変面白いと思いました」、「簡単に動かせたことに感動しました。いろいろ
想像が膨らみました」などの感想を語りました。また、講師は「本格的な
開発にはより高度な技術が必要ですが、この経験がいろいろな成果につな
がり、更に意欲がわき、技術的・人間的にも成長していくと思う」と話し
ています。写真は、平成29年度に鹿屋女子高校でアプリ開発授業を受け
る６人。先輩に続けと、一生懸命取り組んでいます。

　鶴峰小学校では、教育のＩＣＴ化をより効果的なものにするため、授業前
に朝の活動で「ＩＣＴタイム」を実施しています。この日は、３・４年生15人が、
算数を学習しました。熱心に問題を解いたり、時には笑顔でお互いに教え合
う姿も。学習を見守り指導する先生たちの表情も真剣そのもの。終了後に、
児童の皆さんに感想を聞いたところ、「タブレットの使い方は、最初は難しかっ
たけどすぐに覚えた。今はとても簡単」という声が多かったほか、「タブレット
を使った授業の方が楽しい」と、全員が答えました。技術習得と学習意欲向
上の一環として、学校教育のＩＣＴ化が有効であることが分かります。

REPORT REPORT

３ つ の 視 点

●�機器の活用による分かりや

すい授業や指導方法の改善

●�情報及び技能を活用する能

力や情報モラルを身につける

情報教育の推進

●校務の効率化
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みんなの
イマをパシ

ャ!!

　５月14日、市立図書館で「第６回図書館まつり」が行われま
した。寄贈本を無料でプレゼントする、人気の「ブックリサイ
クル」のブースには、お目当ての本を見つけようと、朝早くか
ら大勢の人が訪れていました。また、フルート演奏や「ヒメと
ヒコ」メンバーによるミュージカルパフォーマンス、火おこし・
まが玉作り体験なども行われ、祭りを盛り上げていました。

　５月３日、リナシティかのやで「リナフェスタ2017」が
開催されました。この日は、障がいのある人も無い人も一
緒に音楽を楽しむ「とっておきの音楽祭」をはじめ、大隅の
ダンスボーカルユニットによる歌やダンスの披露、トーク
イベントなどが催されました。また、今年も恒例の10mロー
ルケーキが振る舞われ、多くの参加者でにぎわいました。

　５月14日、輝北うわば公園で「第29回南日本クロスカン
トリー大会INきほく」が開催されました。天候に恵まれたこ
の日は約550人が、起伏に富んだ九州屈指の難コースに挑
戦。１歳から82歳までの参加者は、ファミリーの部1.2㎞
から一般８㎞までの８種目で、輝北うわば公園の絶景を楽
しみながら健脚を競いました。

　５月15日、笠野原小学校で交通安全教室が開催されまし
た。これは交通安全教育の一環として、鹿屋市交通安全協
会が市内の各小学校で実施しているもの。この日は、講師
に「CIEL BLEU 鹿屋」の高宮監督と地域おこし協力隊の木

き

下
した

隊員を迎え、新調されたユニフォームを着用して、関係者
とともに自転車の正しい安全な乗り方などを指導しました。

難
コ
ー
ス
を 

駆
け
抜
け
る

イベント

　５月22日・23日の２日間、市役所で「災害対応図上訓練」を
実施しました。これは、国・県や警察、消防などの関係機関の
協力のもと、災害対応体制の確認と災害対応能力の向上を目
的としたもので、「台風が上陸し、土石流発生や豪雨による浸
水が発生する」想定で実施。自衛隊派遣要請のシミュレーショ
ンや関係機関との情報共有手順の再確認などを行いました。

本
番
さ
な
が
ら
の
災
害

対
応
訓
練
を
実
施

行政

教育

リ
ナ
シ
テ
ィ
で
楽
し
い 

１
日
を
満
喫

イベント

イベント 図
書
館
ま
つ
り
で

文
化
に
親
し
む

自
転
車
の
プ
ロ
チ
ー
ム「C

シ
エ
ル

IEL B

ブ
ル
ー

LEU 

鹿
屋
」

が
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
を
指
導

　５月18日、海上自衛隊鹿屋航空基地の隊員でつくる「海
かい

曹
そう

会
かい

」が、鹿屋市社会福祉協議会へ車いす２台を贈呈しまし
た。これは体の不自由な人のために活用してもらいたいと、
同会の会員や家族が１年かけてアルミ缶約400㎏を集め、
その収益金により実現したもの。車いすの贈呈は平成24年
度から続けられており、今回で合計14台となりました。

　５月18日、「鹿屋レオキッズ」の選手・監督が市役所を訪問
しました。これは、４月に行われた「第31回九州少年少女
レスリング選手権大会」に出場した、同クラブの西

にし

村
むら

望
のぞみ

さん・
永
なが

田
た

康
やすし

さんが優勝、裾
すそ

分
わけ

陽
はる

也
や

さんが２位、永
なが

田
た

誠
まこと

さんが３
位と、好成績を収めたことから行われたもの。４人はメダ
ルを胸に、「将来はオリンピックに出たい」と語りました。

　５月14日、吾平物産館「つわぶき」で「美
うまし

里
さと

マルシェ」が開
催されました。これは、吾平町の認知度向上と吾平地区内
外の交流促進を目的に、今回初めて開催されたもの。この
日は、市内外の手作り雑貨店９店舗が出店したほか、物産
品や飲食品などの販売、雑貨の手作り体験などがあり、子
どもから大人まで楽しんでいました。

　５月３日から７日まで、串良町上小原の柳
やなぎ

谷
だに

集落で「第
10回やねだん芸術祭」が開催されました。期間中、集落内に
は美術館やギャラリーなどが設けられ、来場者は様々な作
品などを楽しみました。また４日に行われたステージイベ
ントでは、90歳以上の高齢者６人に高齢者ボーナスが支給
されたほか、歌や琴、ギターなどの演芸発表が行われました。

　５月20日、大姶良町の平岡川・大姶良城
じょう

址
し

周辺で「大姶良
ほたる祭り」が開催されました。これは、大姶良むらづくり
委員会が中心となって、毎年行っているもの。この日は地
域住民などによる出店などが立ち並び、イベントを盛り上
げる中、暗

あん
夜
や

を幻想的に舞うホタルの光をひと目見ようと、
多くの家族連れでにぎわいました。

自
衛
隊
隊
員
が 

車
い
す
を
贈
呈

レ
ス
リ
ン
グ
の
九
州

大
会
で
好
成
績

吾
平
で
マ
ル
シ
ェ
を

初
開
催

10
回
目
の
節
目
を 

迎
え
た
芸
術
祭

　５月９日、市役所で「平成29年度子供の読書活動優秀実
践校・図書館文部科学大臣表彰」伝達式が行われました。こ
れは、子どもの読書活動の推進に関して、優れた取り組み
を行っている学校や図書館などを表彰するもの。市内から
は、大姶良中学校と市立図書館が受賞し、出席者は受賞の
喜びを語っていました。

読
書
活
動
推
進
で 

文
部
科
学
大
臣
表
彰

来訪

地域寄贈

表彰

地域 地域 大
姶
良
に
ホ
タ
ル 

舞
う
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わ
た
し
た
ち
の「
水
道
水
」

川の水（地表水）から

「水道水」が
できあがるまで

①取水口
　�川から水を取り入れます

②沈砂池
　�水に混ざっている砂やごみ
を取り除きます

③着水井
　�浄水場の入り口です

⑥各家庭・学校・企業
　�水道管を通って各家庭・
学校・企業等へ届きます

⑤配水池
　�消毒して安心して飲める水
をためておきます

④ろ過池
　�水を石や砂等でろ過し、き
れいにします

高須小学校

わたしたちの「水道水」

す
。
こ
れ
は
ど
こ
の
蛇
口
か
ら
で
も

一
定
の
濃
度
を
保
つ
こ
と
が
法
律
で

決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

⑥�

各
家
庭
や
学
校
、 

企
業
へ

　

水
は
配
水
池
か
ら
道
路
地
下
へ
埋

め
ら
れ
た
水
道
管
を
通
り
、
給
水
装

置
を
経
て
、
各
家
庭
や
学
校
、
企
業

な
ど
に
運
ば
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
長
い
道
の
り
を
経

て
、
安
全
・
安
心
な
水
が
皆
さ
ん
の

も
と
に
届
く
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
も
と
に
届
く
水
は
、
安

全
・
安
心
な「
飲
め
る
水
」に
す
る
た

め
、
次じ

亜あ

塩え
ん

素そ

酸さ
ん

ナ
ト
リ
ウ
ム
と
い

う
薬
品
に
よ
っ
て
消
毒
さ
れ
て
い
ま

底
に
小
石
、そ
の
上
に
粗
め
の
砂
利
、

砂
利
、砂
の
順
で
敷
か
れ
て
い
ま
す
。

　

汚
れ
の
付
い
た
砂
は
、
約
１
か
月

に
１
回
交
換
し
て
い
ま
す
。

⑤
配は
い

水す
い

池ち

　

き
れ
い
に
な
っ
た
水
を
い
っ
た
ん

た
め
て
お
く
た
め
の
施
設
で
す
。

　

市
内
に
は
31
か
所
の
配
水
池
が
あ

り
ま
す
。
柳
浄
水
場
の
よ
う
に
地
下

に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
配
水
池
も
あ
り
ま
す
。

①
取し
ゅ

水す
い

口こ
う

　

高
隈
山
の
南
側
を
流
れ
る
高
牧
川

に
は
、
水
を
取
る
た
め
の「
取
水
口
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
沈ち
ん

砂さ

池ち

　

取
水
口
か
ら
取
ら
れ
た
水
は
、「
沈

砂
池
」
で
砂
や
大
き
な
ご
み
を
取
り

除
き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
柳
浄
水

場
へ
と
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。

③
着ち
ゃ
く

水す
い

井せ
い

　
「
着
水
井
」と
は
、
浄
水
場
の
入
り

口
の
こ
と
。
浄
水
場
に
届
い
た
水
の

量
を
調
整
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

④
ろ
過か

池ち

　

柳
浄
水
場
に
は
６
つ
の「
ろ
過
池
」

が
あ
り
ま
す
。「
ろ
過
池
」
に
は
、
水

を
砂
利
や
砂
の
層
に
通
し
て
ご
み
を

取
り
除
く
役
割
が
あ
り
ま
す
。
一
番

　

水
は
自
然
が
育
ん
だ
限
り
あ
る
大
切
な
資
源
で
す
。
人
間
だ
け
で
な
く
、

地
球
上
に
生
き
て
い
る
動
植
物
な
ど
多
く
の
生
物
は
、
水
が
無
く
て
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

水
道
の
蛇
口
を
開
け
た
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
川
に
ご
み
を
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。

貴
重
な
水
を
守
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

　

今
回
は
、
安
全
・
安
心
な「
水
道
水
」を
生
み
出
す
た
め
に
、
市
が
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
わ
た
し
た
ち
に
運
ば
れ
て
い
く
の
か
を
知
り
、

改
め
て「
水
道
水
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
市
上
下
水
道
部
業
務
課　

☎
０
９
９
４-

43-

２
８
０
０

私
た
ち
の
飲
み
水
は 

ど
こ
か
ら
来
る
の
か
？

　

水
道
の
水
源
は
、
わ
き
水
や
井
戸

水
な
ど
の「
地
下
水
」、
川
や
湖
な
ど
の

水
で
あ
る「
地
表
水
」、「
ダ
ム
に
た
め

た
水
」
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
市

内
に
は「
高
隈
ダ
ム
」、「
輝
北
ダ
ム
」
と

い
う
２
つ
の
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
飲
み
水
で
は
な
く

農
業
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
水
道
は
主
に「
地
下
水
」
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
市
の
地
下
水
は
安

定
し
た
水
質
で
、
複
雑
な
処
理
を
必

要
と
し
ま
せ
ん
。
鹿
屋
市
は
き
れ
い

な
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

川
か
ら
取
り
入
れ
た
水
を
使
う
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
飲
み
水
と
し

て
使
え
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
使
え
る

水
を
つ
く
る
に
は
、「
浄
水
場
」
が
必

要
で
す
。
市
内
に
は
、「
柳
浄
水
場
」

（
上
野
町
）と「
吾
平
浄
水
場
」（
吾
平

町
麓
）
の
２
か
所
の
浄
水
場
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
柳
浄
水
場
」
の

施
設
を
例
に
、「
水
道
水
」
の
生
い
立

ち
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

▲柳浄水場内の「ろ過池」

地下水 79%

わき水
52%井戸水

27%

地表水
21%

市の水源割合

水道の水が

飲めるって

うれしいよね
！

ひそかに活躍！「水道管」

　水を運ぶため、道路下で常に活躍しているのが「水道

管」。市の水道管の総延長は約 1,200km。直線距離にす

ると、市から宮城県仙台市までの長さと同じくらいにな

ります。

　現在は、硬質塩化ビニールという硬くて丈夫な素材で

できている水道管が主流で、市の水道管の約８割に使わ

れています。

しっかり計測！「水道メーター」

　給水装置の中には「水道

メーター」が設置されてい

ます。使った水の量を正し

く量るための器具です。

　水道メーターは、８年に

１回取り替えることが計量

法で定められています。

しっかり制御！「中央監視制御装置」

　この装置は、設備や機械が故障なく動いているかどう

かを 365 日 24 時間休むことなく見守っています。

人知れず頑張る縁の下の力持ち

▲水道メーター
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「水道教室」講師

  業務課  金
かねまる

丸 美
み ゆ き

由紀

を
守
る
た
め
に

安
全
・
安
心
な

　

市
で
は
、
安
全
・
安
心
な「
水
」を
皆
さ
ん
の
も
と
へ
日
々
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
こ
の「
水
」を
守
る
た
め
に
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や
産
業
を
支
え
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、

将
来
に
わ
た
っ
て
信
頼
さ
れ
、
満
足
さ
れ
る
水
道
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「水道」に関する
様々な疑問に
お答えします！

水

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の「
第

59
回
水
道
週
間
」に
併
せ
、
水
道
へ

の
理
解
と
学
習
の
機
会
を
広
げ
る
た

め
に
、
市
内
小
学
校
４
年
生
以
上
を

対
象
に
、「
平
成
29
年
度
水
道
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
入
賞
作
品
と
し

て
、
各
学
年
ご
と
に
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
２
点
、
入
選
４
点
ず

つ
の
計
21
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
６
月
22
日（
木
）ま

で
市
分
庁
舎（
上
下
水
道
部
）１
階

の
玄
関
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
展
示
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
最
優
秀
賞
作
品
は
、
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る「
第
59
回
水
道
週
間
懸
賞
募

集
」に
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲�平原 葉
は な

奈 さんの作品	
（大姶良小学校６年）

【
最
優
秀
賞
作
品
】

▶�

東あ
ず
ま 
帆ほ
の
か華 
さ
ん
の
作
品

（
鹿
屋
小
学
校
５
年
）

▲�中
なかしおや

塩屋 かすみ さんの作品	
（寿小学校４年）

平
成
29
年
度

水
道
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

水

わたしたちの「水道水」

水
道
資
料
館
・
吾
平
浄
水
場
で
の
見

学
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
水
質
検
査
を 

行
っ
て
い
ま
す

　

安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
お
届
け

す
る
た
め
に
、
市
で
は
、
水
道
法
に

基
づ
く
水
質
検
査
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

水
質
検
査
と
は
、
水
道
水
が
飲
料

水
と
し
て
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
数

値
化
し
て
判
断
す
る
も
の
で
、
51
の

水
質
基
準
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
残
留
塩
素
の
濃
度
は
、
１

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
０
．１
mg
以
上
保

持
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
使
う 

水
道
水
の
量

　

水
道
水
は
、
飲
み
水
だ
け
に
使
わ

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
風
呂
、
ト
イ
レ
、
炊
事
、
洗
濯
、

歯
磨
き
、
掃
除
、
花
壇
の
水
ま
き
、

学
校
、
工
場
、
病
院
な
ど
、
様
々
な

用
途
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

市
民
１
人
が
１
日
当
た
り
に
使
う

水
道
水
の
量
を
計
算
す
る
と
、
平
均

で
約
３
４
０
リ
ッ
ト
ル
。
５
０
０
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
換

算
す
る
と
、
１
人
で
１
日
６
８
０
本

使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
道
施
設
の
老
朽
化
・ 

耐
震
化
対
策

　

高
度
成
長
期
に
布
設
し
た
水
道
管

や
水
道
施
設
は
老
朽
化
し
て
お
り
、

今
後
計
画
的
な
更
新
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い
る
自
然
災

害
へ
の
備
え
と
し
て
水
道
管
の
耐
震

化
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
人
口
の
減
少
や
節
水
意
識

の
高
ま
り
に
よ
り
水
道
料
金
収
入
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
水
道

事
業
の
経
営
は
税
金
で
は
な
く
、
お

客
様
の
水
道
料
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
水
道
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
水
道
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

関
心
を
深
め
て
も
ら
う 

た
め
に

　

水
道
事
業
に
対
す
る
知
識
の
向
上

や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
市
内
小
学
生
を
対
象
に
、
平

成
28
年
度
か
ら
出
前
講
座「
水
道
教

室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
ろ
過
の

実
験
や
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
水

道
管
な
ど
を
用
い
た
説
明
が
行
わ

れ
、
毎
回
、
人
気
の
講
座
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
般
向
け
の
出
前
講

座「
水
道
教
室
」や
、
柳
浄
水
場
・
柳

も
し
も
の
た
め
の 

給
水
体
制

　

災
害
に
よ
り
給
水
が
停
止
し
た
場

合
、
市
は
迅
速
な
応
急
給
水
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
給
水
車
２
台
、
給
水
タ
ン

ク（
１
ト
ン
）２
個
、
６
リ
ッ
ト
ル
用
非

常
用
飲
料
袋
を
常
備
し
て
お
り
、
災

害
時
の
給
水
体
制
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
全
国
の
水
道

事
業
体
が
連
携
し
て
被
災
地
支
援
に

当
た
り
、
よ
り
早
い
給
水
復
旧
を
目

指
し
て
応
急
体
制
を
築
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

で
も
、
市
は
被
災
地
で
の
給
水
支
援

に
当
た
り
ま
し
た
。

水
源
か
ん
養
保
安
林

　

水
源
か
ん
養
保
安
林
と
は
、
森
林

の
保
水
能
力
を
活
用
し
た
も
の
で
、

形
の
無
い
貯
水
池
、
い
わ
ば「
緑
の

ダ
ム
」
で
す
。
水
を
た
め
る
、
水
を

浄
化
す
る
、
洪
水
を
防
ぐ
と
い
っ
た

役
目
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
水
源
か
ん
養
保
安
林
を

保
護
し
、
地
下
水
の
水
質
保
全
の
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

▶�「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」の
被
災
地

支
援
に
当
た
っ
た
給
水
車

▶�

出
前
講
座「
水
道
教
室
」の
様
子 

（
平
成
28
年
７
月
、
上
小
原
小
学
校
）

　蛇口から白い水が出るのですが･･･。

　水道管の布設工事で断水した時などに、
水道管の中に入った空気が、水とかき回さ
れて、たくさんの小さな泡になり、水道水
を白い水にしてしまうことがあります！
　これは空気の混入によるもので、安全性
については問題ありません。コップに入れ
てかき混ぜて、２～３分程度置いておくと、
底から透明になっていきますよ！

　訪問業者が水質検査を行ったところ、水
道水の色が変化。業者に「安全な水道水で
はないので浄水器を購入したほうがいい」
と言われたのですが･･･。

　残留塩素濃度は水道法に基づき、適正に
残るように管理されています。市では毎日
水質検査を行い、安全でおいしい水を供給
しています。これは次亜塩素酸ナトリウム
に反応する試薬を入れて不安をあおる悪徳
業者の手口です。注意しましょう！

　水道メーターの取り替えには、お金がか
かるの？

　水道の使用水量を正確に計量するために
８年おきに取り替えなければならない「水
道メーター」。取り替えは無料です。
　取り替え該当時期には、市が委託した水
道工事業者が事前に戸別訪問し、「検満量
水器の取替のお知らせ」を配布します。ま
た、取り替えを行う業者は「水道メーター
取替業者証明書」を携行しています。

　漏水した場合、修理費用は誰が負担するの？

　水道メーターより上流側（道路側）は市
が負担します。水道メーターより下流側
（建物側）はお客様の負担となります。

　納入通知書をなくした場合は？

　市上下水道部に直接お越しいただくか、
電話で再発行のご依頼をいただければ郵送
します。

　口座振替の手続きはどうすればいいの？

　預金通帳と口座届出印、納入通知書をお
持ちのうえ、市上下水道部か市内金融機関
の窓口へお申し込みください。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

▲イメージ図「水は循環する」
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鹿
屋
中
学
校
、
鹿
屋
女
子
高
校
を
指

定
校
と
し
て
、
英
語
教
育
に
先
行
的

に
取
り
組
む「
文
部
科
学
省
強
化
地

域
拠
点
事
業
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
３
小
学
校
の
英
語

の
授
業
は
、
市
内
の
他
の
小
学
校
に

比
べ
、
約
２
倍
の
授
業
時
数
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
里
小
学
校
、
第
一
鹿
屋

中
学
校
、
鹿
屋
高
校
で
は
、
県
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
平
成
28
年
度
か

ら
、「
Ｃキ

ャ

ン

ａ
ｎ-

Ｄド
ゥ
ーｏ
リ
ス
ト
」を
用
い

た
学
習
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は「
英
語
で
で
き
る
行
動
」
を

記
し
た
も
の
を
リ
ス
ト
化
し
、
学
習

到
達
目
標
を「
聞
く
・
読
む
・
話
す
・

書
く
」
の
４
技
能
に
つ
い
て
、
能
力

の
習
熟
度
に
応
じ
設
定
・
評
価
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
先
生
と
生
徒
が
目

標
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
が

身
に
付
け
る
能
力
を
明
確
化
し
、
主

体
的
に
学
習
す
る
態
度
・
姿
勢
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な 

英
語
教
育
事
業
を
展
開

　

こ
の
ほ
か
、
市
で
は
、
英
語
教
育
、

国
際
文
化
理
解
の
た
め
の
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ

　

小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学
校
１

年
生
、
保
護
者
を
含
め
た
計
30
人
程

度
が
、
県
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
留
学
生
と

コミュニケーション

＼Hello
!／＼How are you?／

英語
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。
異

文
化
を
理
解
し
、
英
語
に
慣
れ
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
の
事
業
で
す
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

学
習
段
階
に
応
じ
て
目
標
設
定
が

可
能
な
実
用
英
語
技
能
検
定（
英
検
）

へ
の
受
検
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
１
回
分（
４
級
～
準
１
級
）

の
検
定
料
の
半
額
を
市
が
負
担
し
ま

す
。

　

ま
た
、英
語
能
力
判
定
テ
ス
ト（
英

検
Ｉ
Ｂ
Ａ
）
は
、
市
内
中
学
生
と
鹿

屋
女
子
高
校
生
を
対
象
に
、
年
１
回

無
償
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

県
内
で
は
市
と
薩
摩
川
内
市
の
み
行

わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
の 

優
秀
者
の
海
外
派
遣

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
鹿
屋
市
中
学

校
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
中
学
生
を
海

外
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
冬
休
み
期
間
中
に
２

週
間
程
度
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
派

遣
す
る
予
定
で
す
。
同
様
の
大
会
は

各
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
海
外
派
遣
を
副
賞
と
し
て
い
る

の
は
、県
内
で
は
鹿
屋
市
だ
け
で
す
。

鹿
屋
で
は
小
学
校
１
年
生 

か
ら
英
語
を
学
ぶ

　

小
学
校
５
・
６
年
生
の
英
語
の
授

業
が
全
国
的
に
開
始
さ
れ
た
の
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
。
し
か
し
、
市
内

で
は
、
こ
れ
を
遡
る
平
成
17
年
度
か

ら
、
し
か
も
小
学
校
１
年
生
か
ら
英

語
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
低
学
年
の
う
ち
か
ら
言
語

や
文
化
に
興
味
を
も
ち
、
英
語
を
聞

い
た
り
話
し
た
り
し
て
、
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
姿
勢
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う

と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
名

も「
か
の
や
英
語
大
好
き
事
業
」。

　

市
は
独
自
に
英
語
指
導
講
師
５
人

を
採
用
し
、
す
べ
て
の
小
学
校
に
派

遣
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
小
学
校

１
・
２
年
生
で
年
間
10
時
間
、
３
・

4
年
生
で
20
時
間
、
５
・
６
年
生
で

35
時
間
の
英
語
教
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
は
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
人
の

英
語
指
導
助
手
）
を
５
人
雇
用
。
Ａ

Ｌ
Ｔ
は
市
内
小
・
中
学
校
や
鹿
屋
女

子
高
校
を
訪
問
し
、
英
語
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
英
語
教
育
向
上
に 

向
け
た
モ
デ
ル
事
業

　

新
・
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
、

市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
、
鹿
屋
小

学
校
、
祓
川
小
学
校
、
東
原
小
学
校
、

鹿 屋市の年間指導計画の中には「コミュニケーション
活動」という項目がしっかりと位置付けられていま

す。英語に触れることで、「目を見て話すこと」や「笑顔」が、
フレンドリーな気持ちを伝えることになるということも
学ぶことができます。これは将来必ず役に立ちます。また、
私が勤務する鹿屋小学校では、スムーズに会話をつなぐ
ための言葉や、子どもたち同士が認め合うための言葉を
しっかり使えるよう意識して指導しています。
　鹿屋市では小学校１年生から英語を学んでいるので、
子どもたちは英語でのあいさつも恥ずかしがらず、興味
をもってくれています。これは鹿屋市の良さだと思って
います。
　子どもたちには、外国語を学ぶのは世界の人と仲良く
するためだと教えています。話そうとする努力が大事。
それは子どもたち同士が仲良くなることにもつながるは
ずです。　

❶ イングリッシュ・キャンプ
❷ ❸ 平成 28 年度鹿屋市中
学校英語暗唱・弁論大会の
様子
❹❺ 鹿屋小学校でのＡＬＴ
を活用した英語授業の様子

毎回子どもたちの笑顔あふれる姿が見られる英語の授業（鹿屋小学校）

❷❶ ❸

❹ ❺

※�英語教育推進リーダー…�文部科学省が実施する研修を受講し、�
県内の英語教育を推進する教諭

知っ
てい
ます
か？

鹿屋
は「英

語教
育」

先進
地！

INTERVIEW

「英語」には仲良く
なるための秘訣が
詰まっています！

鹿屋小学校
英語教育推進リーダー※

吉田 雄二さん

で

コミュニケーション英語で

　社会の急速なグローバル化の進展の中で、異文化理解やコミュ
ニケーション能力がますます求められています。今年３月に公示さ
れた新・学習指導要領では、平成32年度に「小学校３年生からの英
語必修化」、「小学校５年生からの教科化」が完全実施されることにな
り、平成30年度からは移行措置としての授業が開始されます。
　市では、これに先駆けて、早くから英語や異文化等に触れる学
習を実施し、国際化に対応できる人材の育成を目指した取り組みを
行っています。ここでは、次代の国際化社会を見据えた市の英語教
育の取り組みを紹介します。

問市学校教育課（６階）　☎0994-31-1137
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　４月29日から６月４日まで「かのやばら祭り2017春」
が開催されました。
　期間前半は、春先に低温期が続いたため、開花が遅
れたものの、５月12日には満開となり、花と香りで私た
ちを楽しませてくれました。
　期間中は県内外から多くの来園者がかのやばら園
を訪れ、各種イベントを体験したほか、イロイロな楽し
み方で、春ならではの満開のバラが咲き誇るかのやば
ら園を満喫していました。

問かのやばら園　☎0994-40-2170

1

Photo Gallery
Event ～期間中の催し～

1 �オープニングセレモニーで合唱を 
披露した南部幼稚園の園児

2 �ばらいろウェディング

3 �「サンシャイン池崎＆中村涼子」 
お笑いライブ

4 �緑
りょく

萠
ほ う

会
か い

による来園者へのおもてなし
（かのや深蒸し茶）

5 河
か わ い

合伸
た か

志
し

ガーデンツアー

6 �柴さとみさんのガーデニング講座 
～ピンクの苔

こ け

玉
だ ま

に愛を込めて～

7 夜のかのやばら園フォト教室

8 フラワーボトル体験講座

9 浅井愼平写真撮影会

� スプリングファンタジーナイト

かのやばら祭り2017春にお越しいただきありがとうございました!!

2

3

4

5678

9

�

かのや
ばら祭り
2017春

~Pink～
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～今回の注目情報はこの３つ～

情報掲示板
KAN0YA
Information

情報掲示板
KAN0YA
Information

KANOYA

Information

ピックアップ
インフォメーション

民間経験者を募集
～鹿屋市職員採用試験～

求む！あなたの経験！

19ページ

平成30年鹿屋市
成人式実行委員を募集

21ページ

一緒に成人式を作りませんか！

21ページ

国保・後期高齢者医療
保険証などの更新を！

有効期間などをご確認ください

介
護
者
の
つ
ど
い「
ほ
っ
と

会
」の
参
加
者
を
募
集

◎�

内
容
＝
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
や

苦
労
を
話
し
合
う
つ
ど
い

◎�

日
時
＝
７
月
７
日（
金
）　

10
時

～
12
時

◎�

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

情
報
研
修
室

◎�

対
象
者
＝
在
宅
で
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
家
族　

な
ど

◎
参
加
料
＝
無
料

◎
応
募
方
法
＝
電
話

◎
応
募
期
限
＝
６
月
30
日（
金
）

問�

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

６
９
６
９

「
夜
の
こ
わ
～
い
お
は
な
し 

会
」の
参
加
者
を
募
集

◎�
内
容
＝
閉
館
後
の
暗
い
図
書
館
内

で
の
肝
だ
め
し
体
験
及
び
怖
い
話

の
読
み
聞
か
せ

◎�

日
時
＝
７
月
23
日（
日
）　

18
時

30
分
～
20
時
30
分

◎�

場
所
＝
市
立
図
書
館

◎�

定
員
＝
小
学
生
及
び
保
護
者
25
組

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◎�

参
加
料
＝
無
料

◎�

応
募
方
法
＝
直
接
又
は
電
話

◎�

応
募
期
間
＝
６
月
27
日（
火
）
～

７
月
14
日（
金
）

◎�

そ
の
他
＝
７
月
23
日（
日
）
は
イ

ベ
ン
ト
準
備
の
た
め
18
時
に
閉
館

問�

市
立
図
書
館

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
３
８
０

予
約
制
の
が
ん
検
診
を 

実
施
し
ま
す

◎�

検
診
日
時
・
内
容
・
費
用

◎�

場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

◎�

対
象
者
＝
市
内
在
住
の
40
歳
以
上

の
人

※�

年
齢
は
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）

時
点
の
年
齢

◎�
定
員
＝
各
検
診
・
各
時
間
帯
25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◎��

申
込
方
法
＝
電
話

◎��

申
込
期
間
＝
６
月
22
日（
木
）
～

30
日（
金
）　

８
時
30
分
～
17
時

15
分

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

問�

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

「
つ
ぼ
と
健
康
」の
受
講
者
を

募
集

◎�

内
容
＝
東
洋
医
学
に
関
す
る「
つ

ぼ
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、

日
常
の
健
康
法
に
つ
い
て
の
講
座

◎�

日
時
＝
７
月
12
日（
水
）
～
８
月

16
日（
水
）
の
毎
週
水
曜
日　

13

時
50
分
～
15
時
20
分

※
７
月
26
日（
水
）を
除
く

◎�

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

情
報
研
修
室

◎�

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る
、
全

５
回
受
講
可
能
な
人

◎�

定
員
＝
40
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

◎�

受
講
料
＝
無
料

◎�

応
募
方
法
＝
直
接
又
は
電
話
も
し

く
は
講
座
名
・
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎�

応
募
期
限
＝
６
月
26
日（
月
）

問�

鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

２
９
５
１

　

℻
０
９
９
４ｰ

44ｰ

７
７
５
７

募
集
・
申
請

☎

日程 受付時間帯 検診種別 内容 費用

7/18（火）
～20（木）

  7:00～   7:45
  8:00～   8:45
  9:00～   9:45
10:00～10:45

胃がん検診 バリウムによるX線法 500円

肺がん検診 二重読
どくえい

影法 無料

大腸がん
検診

便潜血２日法 500円

腹部
超音波検査

腎臓・肝臓・すい臓・
胆のう等の超音波検査

2,000円

※�異なる種類の検診を同日に受診可能。肺がん検診受診者で、問診により喫煙指
数がハイリスクとなった人は、喀

かくたん

痰検査を追加可能（500円）

●試験を行う職種、試験区分、採用予定人数、受験資格等【８月実施分（第１次試験）】
職　種 試験区分 採用予定人数 受験資格

民間企業等職務経験者 区分D ５人程度

○昭和53年４月２日から昭和63年４月１日までに生まれた人
○�平成29年３月31日時点において、民間企業等での職務経験（公務
員職務経験や学生時代のアルバイト経験を除く）を通算して５年以
上有する人

資格保有者
土木技師 区分E

各１人程度
○昭和53年４月２日以降に生まれた人で、下記の資格を有する人
　・土木技師・・・１級土木施工管理技士
　・建築技師・・・建築基準適合判定資格者又は１級建築士建築技師 区分F

問市総務課（３階）　☎ 0994-31-1127

●申込方法等
区　分 内　　　　容

試験案内・
受験申込書の
入手方法

配布期限　７月21日（金）まで
次のいずれかを選択
①�市総務課、各総合支所住民サービス課、各出張所のいずれかの窓口で入手
②�郵送で入手（封筒に受験を希望する職種及び「受験申込書請求」と記載し、返信用封筒を同封のうえ郵送）
　※返信用封筒は、角型２号封筒・240㎜×332㎜、120円切手貼付、返信用宛先を明記
③市ホームページからダウンロードして入手

申込方法

次のいずれかを選択
①直接、市総務課に申込
②�返信用封筒（長形３号・120㎜×235㎜、82円切手貼付、宛先明記したもの）を同封して郵送にて申込
③インターネットで申込（電子申請）　※�市ホームページ内から電子申請で申込

申込受付期限
①持参、郵送　　　６月13日（火）～７月21日（金）17時15分まで　※郵送必着　※土・日曜日、祝日を除く
②インターネット　６月13日（火）～７月14日（金）17時15分まで

申込書提出先 〒893-8501　鹿屋市共栄町20-1　鹿屋市総務部総務課人事研修係

●�市では上記採用試験のほか、一般事務（高卒程度）、土木技師（高卒程度）、看護専門学校専任教員の職種についても、募
集予定です。

市では、平成29年度職員採用試験を次のとおり実施します。

求む！あなたの経験！～ 鹿屋市職員採用試験 ～

「
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
」採
用
の

先
輩
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す

　新たな分野に挑戦することで、今まで
と違った知識や経験を得ることができ、
自分自身の成長にもつながります。一緒
に鹿屋市を盛り上げていきましょう。

�総務部  税務課　慶
けい

島
しま

 淳
じゅん

一
いち

（平成27年４月採用）

　採用を機に鹿屋市に転入しましたが、
充実した素敵な生活をおくっています。
皆さんとより良い鹿屋市をつくってい
けることを楽しみにしています。

�教育委員会  教育総務課 　今
いまぐま

熊 理
り え

恵
（平成27年４月採用）

　前職の経験が役立つのか不安でした
が、市役所の役割は多岐に渡っていま
す。いろんなスペシャリストの力で、よ
り良い鹿屋市をつくっていきましょう。

�農林商工部  ふるさとＰＲ課　新
しん

藏
くら

 康
やす

予
よ

（平成28年４月採用）

　市民の皆様に喜ばれる市役所を目指
して、市役所に対して抱いている「もっ
とこうしてほしい」を業務にぶつけてみ
てください。一緒に頑張りましょう。

�保健福祉部  健康保険課　山
やました

下 将
まさつぐ

嗣
（平成28年４月採用）

●試験の方法及び内容【８月実施分〔民間企業等職務経験者、資格保有者（土木技師及び建築技師）〕】
区　分 試験方法及び内容

第１次試験

試 験 日 ８月13日（日）
試験会場 市役所本庁舎（鹿屋市共栄町20-1）
試験科目 論文試験、適性検査
合格発表 ９月８日（金）　午前10時（予定）

※�第2次試験（面接試験）の詳
細については、第1次試験
合格者に対して別途通知

※このほか、「民間企業等職務経験者」採用の先輩職員からのメッセージは市ホームページにも掲載しています！ ⬅鹿屋市  採用試験 検索

Pick up
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情報掲示板
KAN0YA
Information

情報掲示板
KAN0YA
Information

「
鹿
屋
市
支
え
愛
フ
ァ
ミ

リ
ー
住
宅
改
修
応
援
事
業
」

の
２
次
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

◎�

内
容

※�

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
又
は

着
工
し
た
住
宅
は
耐
震
診
断
等
が

必
須（
耐
震
診
断
の
み
、
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修
工
事
の
み
の
助
成

も
可
能
）

※�

過
去
に
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

を
受
け
た
人
は
、
耐
震
診
断
及
び

耐
震
改
修
工
事
助
成
の
み
利
用
可

能
※�

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
子

「
平
成
30
年
鹿
屋
市
成
人
式
」の
実

行
委
員
を
募
集

◎�

対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
人

○�

成
人
式
の
運
営
に
意
欲
の
あ
る
概

ね
25
歳
ま
で
の
人

○�

８
月
か
ら
月
１
～
２
回
程
度
、
夜

間
に
行
わ
れ
る
打
ち
合
わ
せ
に
参

加
で
き
る
人

◎�

定
員
＝
20
人
程
度

◎�

申
込
方
法
＝
電
話

◎
申
込
期
限
＝
７
月
７
日（
金
）

◎�

そ
の
他
＝
成
人
式
の
案
内
に
つ
い

て
は
、
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
新
成
人（
平
成
９
年
４
月
2
日

～
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）
に
対
し
、
11
月
頃
案

内
ハ
ガ
キ
を
送
付
予
定

※�

市
か
ら
の
案
内
ハ
ガ
キ
が
無
く
て

も
参
加
可
能

問�

市
生
涯
学
習
課（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

食
育
活
動
に「
か
の
や
食
育 

サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
派
遣
し

ま
す

◎�

内
容
＝
郷
土
料
理
実
習
や
食
に
関

す
る
講
話
な
ど
、
食
育
・
地
産
地

消
活
動
へ
の「
か
の
や
食
育
サ
ポ	

ー
タ
ー
」の
派
遣

◎�

対
象
者
＝
市
内
の
保
育
園
、
学
校
、

町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
食
育
・

地
産
地
消
活
動
に
取
り
組
む
団
体

◎�

派
遣
料
＝
無
料

※
会
場
使
用
料
等
は
利
用
者
負
担

◎�

申
込
方
法
＝
電
話
連
絡
後
、
直
接

申
込

◎�

そ
の
他
＝
実
習
や
講
話
な
ど
の
日

時
は
、
申
込
者
と
相
談
の
う
え
決

定
問�

市
農
林
水
産
課
か
の
や
ア
グ
リ
起

業
フ
ァ
ー
ム
推
進
室（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
８
３

平
成
30
年
鹿
屋
市 

成
人
式
の
実
行
委
員
を

募
集

◎�

内
容
＝
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

に
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
る

育
て
世
帯
で
、
３
世
代
以
上
で
同

居
し
て
い
る
世
帯
に
は
助
成
額
の

上
乗
せ
有
り

◎�

対
象
者
＝
市
内
に
居
住
及
び
住
民

登
録
し
て
お
り
、
市
税
等
を
滞
納

し
て
い
な
い
人

◎�

施
工
業
者
＝
市
内
に
本
社
、
支
社
、

営
業
所
等
を
有
す
る
法
人
又
は
市

内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
業
者

◎�

申
込
方
法
＝
申
込
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
直
接
持
参

※�
申
込
書
類
は
市
建
築
住
宅
課
、
各

総
合
支
所
産
業
建
設
課
に
置
い
て

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎�

申
込
期
限
＝
平
成
30
年
１
月
12
日

（
金
）

※�

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

問�

市
建
築
住
宅
課（
４
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
９

「
第
76
回
父
親
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」の
参
加
チ
ー
ム
を

募
集

◎�

内
容
＝
仲
間
づ
く
り
と
健
康
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
９
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

◎�

日
程
＝
７
月
18
日（
火
）
～
20
日

（
木
）　

18
時
30
分
～
22
時

◎
場
所
＝
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ

◎��

対
象
者
＝
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
チ
ー
ム

○�

市
内
の
同
じ
小
学
校
区
内
に
居
住

す
る
メ
ン
バ
ー
で
編
成
さ
れ
て
い

る
こ
と

※�

困
難
な
場
合
は
中
学
校
区
で
も
可

能
○�

選
手
、
監
督
は
35
歳
以
上
の
既
婚

男
性
で
あ
る
こ
と

◎�

参
加
料
＝
３
，５
０
０
円（
１
チ
ー

ム
）

◎�

応
募
方
法
＝
各
小
学
校
区
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
通
じ
て
申
込

◎
応
募
期
限
＝
７
月
７
日（
金
）

問�

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
９

結
婚
、
出
産
、
子
ど
も
の

入
学
等
の
記
念
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
付
き
の
プ
レ
ミ
ア
ム

花
火
を
打
ち
上
げ
て
み
ま

せ
ん
か

◎�

内
容
＝
か
の
や
夏
祭
り
納
涼
花
火

大
会
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
メ
ッ
セ

　

ー
ジ
付
き
花
火
の
購
入
者
の
募
集

◎�

日
時
＝
８
月
６
日（
日
）　

20
時

～
21
時

※�

小
雨
決
行
、
暴
風
雨
時
は
８
月
12

日（
土
）に
延
期

◎
場
所
＝
鹿
屋
港（
古
江
漁
港
）

◎�

定
員
＝
10
組（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎�

料
金
＝
３
万
円
又
は
５
万
円

※�

金
額
に
よ
り
花
火
の
大
き
さ
を
設
定

◎�

応
募
方
法
＝
電
話
連
絡
後
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
郵
送
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ

◎�

応
募
期
限
＝
7
月
14
日（
金
）

※
必
着

◎�

そ
の
他
＝
購
入
者
に
は
打
上
花
火

の
原
寸
大
レ
プ
リ
カ
置
物
を
贈
呈

問�

か
の
や
夏
祭
り
実
行
委
員
会（
鹿

屋
商
工
会
議
所
２
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
１
５

　

�

鹿
屋
市
新
川
町
６
０
０　

　

☎
・
℻
０
９
９
４ｰ

42ｰ

６
６
９
０

か
の
や
夏
祭
り「
総
踊
り
」

の
参
加
者
を
募
集

◎�

日
時
＝
８
月
５
日（
土
）　

16
時

～
21
時

※�

雨
天
決
行
、
暴
風
雨
時
は
８
月
11

日（
金
・
祝
）に
延
期

◎
場
所
＝
鹿
屋
市
街
地

◎�

曲
目
＝
ハ
ン
ヤ
節（
正
調
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
調
、
サ
ン
バ
調
）

※�

お
は
ら
節
と
ハ
ン
ヤ
節
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
曲
も
使
用
可
能

◎�

チ
ー
ム
編
成
＝
１
チ
ー
ム
20
人
以

上
１
０
０
人
未
満

※
中
学
生
以
下
の
チ
ー
ム
を
除
く

◎�

参
加
料
＝
一
人
当
た
り
１
０
０
円

（
保
険
料
）

◎�

応
募
方
法
＝
電
話
連
絡
後
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
郵
送
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ

◎�
応
募
期
限
＝
7
月
５
日（
水
）

※
必
着

※�

か
の
や
夏
祭
り
実
行
委
員
会
作
成

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
購
入

希
望
の
チ
ー
ム
は
７
月
7
日（
金
）

ま
で
に
応
募

◎�

そ
の
他
＝
責
任
者
会
議
を
７
月
14

日（
金
）に
開
催
予
定

問�

か
の
や
夏
祭
り
実
行
委
員
会（
鹿

屋
商
工
会
議
所
２
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
１
５

　

�

鹿
屋
市
新
川
町
６
０
０　

　

☎
・
℻
０
９
９
４ｰ

42ｰ

６
６
９
０

か
の
や
夏
祭
り「
稚ち

児ご

花は
な

籠か
ご

行
列
」の
参
加
者
を
募
集

◎��

日
時
＝
８
月
５
日（
土
）　

15
時

15
分
～
16
時
15
分

※�

雨
天
決
行
、
暴
風
雨
時
は
８
月
11

日（
金
・
祝
）に
延
期

◎
場
所
＝
鹿
屋
市
街
地

◎�

対
象
者
＝
３
歳
～
5
歳
の
児
童

◎�

定
員
＝
10
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎�

応
募
方
法
＝
電
話
連
絡
後
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
郵
送
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ

◎�

応
募
期
限
＝
7
月
14
日（
金
）

※
必
着

問�

か
の
や
夏
祭
り
実
行
委
員
会（
鹿

屋
商
工
会
議
所
２
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
１
５

　

�

鹿
屋
市
新
川
町
６
０
０　

　

☎
・
℻
０
９
９
４ｰ

42ｰ

６
６
９
０

６
月
18
日
か
ら
24
日
ま
で

は「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間
」

で
す

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
解
決

の
促
進
を
図
る
た
め
、
県
で
は
６
月

18
日（
日
）
か
ら
24
日（
土
）
ま
で
の

１
週
間
を「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正

し
く
理
解
す
る
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
人
な
ど
が

誤
っ
た
政
策
に
よ
っ
て
、
強
制
的
に

隔
離
さ
れ
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族

も
偏
見
や
差
別
を
受
け
、
か
け
が
え

の
な
い
多
く
の
人
の
人
生
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
で
長
い
間
、
偏
見
や

差
別
に
苦
し
め
ら
れ
た
人
な
ど
が
、

平
穏
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
、
ま
た
、
二
度
と

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
何
か

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

健
康
保
険
課
か
ら
の 

お
知
ら
せ

�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・	

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の	

更
新
時
期
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日（
月
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
８
月
１
日（
火
）
か

ら
有
効
の
被
保
険
者
証
を
７
月
中
に

各
家
庭
へ
普
通
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
簡
易
書
留
郵
便
や
窓
口
で

の
受
け
取
り
も
可
能
で
す
の
で
、
希

望
す
る
人
は
７
月
４
日（
火
）
ま
で

に
市
健
康
保
険
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
窓
口
で
の
受
け
取
り
は
、
７
月

20
日（
木
）か
ら
で
す
。

国
民
健
康
保
険「
限
度
額
適
用
認
定

証
」等
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る「
限
度
額

適
用
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
・
食

事
療
養（
兼
生
活
療
養
）
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」、「
食
事
療
養（
兼

生
活
療
養
）
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」の
有
効
期
限
は
、７
月
31
日（
月
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
以
降
も
引
き
続
き
利
用
す
る

場
合
は
、
再
度
申
請
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
市
健
康
保
険
課
又

は
各
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎�

更
新
期
間
＝
７
月
25
日（
火
）
～

８
月
31
日（
木
）

※
新
規
申
請
も
受
付

◎�

持
参
す
る
も
の

○
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
は
不
可
）

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○�

世
帯
主
及
び
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド

○�

手
続
き
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書

類（
顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

顔
写
真
な
し
の
も
の
は
２
点
）

○�

手
続
き
に
来
る
人
が
同
一
世
帯
以

外
の
場
合
は
委
任
状

○�

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
過
去
12

か
月
の
入
院
日
数
が
通
算
で
91
日

以
上
あ
る
人
は
、
領
収
書
等
入
院

日
数
を
確
認
で
き
る
も
の

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　

国
民
健
康
保
険
は
自
分
で
手
続

き
を
し
な
い
と
資
格
が
喪
失
さ
れ

ま
せ
ん
。
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
人
や
、
修
学
の
た
め
に
市
外

に
住
所
を
移
し
た
人
で
就
職
や
卒
業

等
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
っ
た
人
は
、

喪
失
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
手
続
き
を
し
な
い
と
国
民

健
康
保
険
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問�

市
健
康
保
険
課（
１
階
⑤
⑥
番
窓

口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

　

各
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

お
知
ら
せ

▲�成人式実行委員の活動 
（成人式式典前の打ち合わせ）

Pick up

Pick up

対象住宅 内容 助成上限額
昭和 56 年６月
以降に建築又は
着工した住宅

住宅改修（リフォーム）費用の一部を
助成 20万円

昭和 56 年５月
以前に建築又は
着工した住宅

耐震診断費用の一部を助成 10万円
簡易耐震改修工事費用の一部を助成 40万円
耐震改修工事費用の一部を助成 82万2,000円

住宅改修 
（リフォーム） 

費用の一部
を助成

耐震性を有する住宅又は
簡易耐震改修工事を行う
住宅

20万円

耐震改修工事を行う住宅 30万円

21  Kanoya City Public Relations Kanoya City Public Relations  20



情報掲示板
KAN0YA
Information

健（検）診は受けた後が大事！

健（検）診後は、結果に基づき精密検査を受けましょう

　健（検）診結果で精密検査の指摘があったときは、自覚

症状が無くても精密検査を受けましょう。平成27年度の

市の健（検）診で精密検査の必要があった人のうち、精密

検査を受診した人の割合は次の表のとおりです。市では、

疾病の早期発見につながるよう、健（検）診結果に基づく

精密検査の受診を勧めていきます。

問市保健相談センター　☎ 0994-41-2110

健（検）診を受診し、がんの早期発見・治療をしましょう

　平成 29年度の特定健診・がん検診が始まっています。

がんはほとんどの場合、自覚症状が無いまま進行します。

早期に発見し、適切な治療ができれば、５年生存率は次の

表のとおり高くなります。部位や進行度で違いはあります

が、早期治療により今やがんは不治の病ではありません。

がんを防ぐための新12か条
１条	 たばこは吸わない
２条	 他人のたばこの煙をできるだけ避ける
３条	 お酒はほどほどに
４条	 バランスの取れた食生活を
５条	 塩辛い食品は控えめに
６条	 野菜や果物は豊富に
７条	 適度に運動
８条	 適切な体重維持
９条	 ウイルスや細菌の感染予防と治療
10条	 定期的ながん検診を
11条	 身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
12条	 正しいがん情報でがんを知ることから

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医6月・7月

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

6月18日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
岩重医院 東串良町川東 63-8514

25日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

7月  2日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

9日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

16日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
児玉医院 東串良町川東 63-8522

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

6月18日
森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822
まつだこどもクリニック 西原2丁目 52-0507
村上整形外科医院 今坂町 41-2511

25日
児玉上前共立病院 寿5丁目 43-2510
児玉上前共立病院 寿5丁目 43-2510
徳田脳神経外科病院 打馬1丁目 44-1119

7月 2日
みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
こだま小児科 笠之原町 41-5111
小林クリニック 上谷町 41-0700

9日
中原クリニック 横山町 48-2011
やのファミリークリニック 寿4丁目 43-6248
恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

16日
池田病院 下祓川町 43-3434
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822

検見崎病院 西原1丁目 43-2991

17日
おばま医院 寿2丁目 42-5235
えとう小児科 札元2丁目 40-3700
鮫島整形外科病院 寿1丁目 43-2535

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
6月18日 武田歯科医院 今坂町 44-1619

25日 高須歯科医院 高須町 47-2525
7月  2日 とおや治歯科クリニック 寿1丁目 40-1811

9日 中野歯科医院 共栄町 41-7455
16日 中原歯科医院 西原1丁目 43-0088
17日 永山矯正歯科医院 西原4丁目 40-1182

※�休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることがあ
ります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。
※�休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日は
かかりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常１日分とします。

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119
　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

特定健診（集団） 肺がん 胃がん 大腸がん 乳がん 子宮がん
69.3% 89.8% 93.9% 82.1% 84.2% 94.3%

進行度
部位

Ⅰ期
（早期）

Ⅱ期
（やや早期）

Ⅲ期
（やや進行）

Ⅳ期
（進行）

肺 88.2％  49.0％  23.9％   6.4％  
胃 97.2％ 66.0％ 47.2％   7.2％ 

大腸 99.0％ 90.9％ 81.6％ 18.2％ 
乳（女性） 99.9％ 95.2％ 79.7％ 32.6％ 

子宮頸
けい

部 92.3％ 77.6％ 57.7％ 21.9％ 

◎�

参
加
料
＝
無
料

※�

ジ
ム
・
プ
ー
ル
開
設
記
念
特
別

レ
ッ
ス
ン
は
施
設
利
用
料
が
必
要

問�

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

か
の
や
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
７

◎�

内
容

○�

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
＝
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
、オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ヤ
ッ
ク
、ウ
ィ

ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン　

な
ど

○�

マ
リ
ン
イ
ベ
ン
ト
＝
綱
引
き
大
会
、

ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
、
砂
浜
宝
探
し　

な
ど

○�

に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト
＝
フ
ラ
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
、
海
岸
収
集
物
ク
ラ
フ

ト
作
り　

な
ど

◎�

日
時
＝
７
月
16
日（
日
）　

9
時

～
15
時

◎�

場
所
＝
高
須
・
浜
田
海
岸

◎
参
加
料
＝
無
料

※�

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
部
門
は
保
険
料

５
０
０
円
を
当
日
徴
収

問�

か
の
や
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
内
・
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
９

権
擁
護
委
員
が
対
応
し
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

◎�

期
間
＝
６
月
26
日（
月
）
～
７
月

２
日（
日
）

◎�

時
間

○�

平
日
＝
８
時
30
分
～
19
時

○�

土
・
日
曜
日
＝
10
時
～
17
時

◎�

相
談
専
用
電
話
＝
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番（
☎
０
１
２
０ｰ

０
０	

７ｰ

１
１
０
）

※�

一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
不

可
問
鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
５
９ｰ

０
６
８
４

「
鹿
屋
市
健
康
ま
つ
り
」
＆

「
健
プ
ラ
開
設
記
念
イ
ベ

ン
ト
」

◎�

内
容
＝
健
康
度
測
定（
全
身
反
応

時
間
、
筋
バ
ラ
ン
ス
測
定
、
血
管

年
齢
・
血
流
測
定
）、
か
む
力
・
虫

歯
危
険
度
測
定
、
減
塩
度
測
定
・

味
噌
汁
試
飲
、
食
育
パ
ネ
ル
展
示
、

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展

示
、
ジ
ム
・
プ
ー
ル
開
設
記
念
特

別
レ
ッ
ス
ン　

な
ど

◎�

日
時
＝
７
月
２
日（
日
）  

９
時
～

15
時

◎�
場
所
＝
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に 

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ア
マ

チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
域
活
動
等
を
行
う
４
人
以
上
の
団

体
が
加
入
で
き
る
保
険
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
に
加
入
し
て
い
た
団
体
は
、
更
新

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
引
き

続
き
加
入
す
る
場
合
は
、
送
ら
れ
て

き
た
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
規
で
加
入
を
希
望
す
る

団
体
は
、
申
込
用
紙
を
市
民
ス
ポ
ー

ツ
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

◎�

対
象
団
体
等
及
び
掛
金　

◎�

保
険
期
間
＝
掛
金
振
込
日
の
翌
日

～
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）

問�

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
鹿
児
島
県
支

部

　

☎
０
９
９ｰ

８
１
３ｰ

１
１
０
８

「
は
じ
め
ま
し
て
！
お
お
す

み
！
」を
お
聴
き
く
だ
さ
い

　

Ｆ
Ｍ
か
の
や
で
放
送
し
て
い
る

「
は
じ
め
ま
し
て
！
お
お
す
み
！
」で

は
、
大
隅
地
域
に
住
ん
で
い
る
外
国

人
が
、
自
分
の
国
の
言
葉
や
文
化
、

大
隅
で
の
生
活
の
様
子
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ

さ
い
。

◎�

放
送
日
時
＝
毎
月
第
２
月
曜
日　

    

９
時
５
分
～
９
時
20
分

※�

再
放
送
は
同
日
の
17
時
５
分
～
17

時
20
分

問�

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
地
域
活
力
推
進
課
内
・
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
４
７

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で

は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す

　

今
年
度
は「
男
で
○
、
女
で
○
、

共
同
作
業
で
◎
。」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、「
女
性
も
男
性
も
、

自
ら
の
意
思
に
よ
り
個
性
と
能
力

を
発
揮
し
て
活
躍
で
き
る
職
場
の
実

現
」を
重
点
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
28
年
4
月
に「
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
」を
制
定
し
、

研
修
会
の
開
催
等
、
様
々
な
施
策
を

通
し
て
、
性
別
に
関
係
な
く
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

職
場
や
家
庭
生
活
な
ど
に
お
け
る

男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

問�

市
民
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

（
１
階
④
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
４

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

　

学
校
で
の
い
じ
め
や
家
庭
内
に

お
け
る
虐
待
等
の
事
案
が
依
然
と
し

て
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
を
巡
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
を
図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動

強
化
を
目
的
と
し
て
、
鹿
児
島
地
方

法
務
局
及
び
鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
相
談
専
用
電
話
に

よ
る「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
い
じ
め
・
体
罰
・

虐
待
等
、
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
相
談
に
は
法
務
局
職
員
又
は
人

イ
ベ
ン
ト

団体 活動 一人当たり
年間掛金

中学生以下
スポーツ活動、文化・ボランティア活動、
地域活動 800円

上記活動に加え個人活動を含む 1,450円

高校生以上

文化・ボランティア・地域活動、
準備・片付け・応援・団体員の送迎 800円

スポーツ活動及び指導・審判（64歳以下） 1,850円

スポーツ活動及び指導・審判（65歳以上） 1,200円

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 11,000円

相

談

まちの
保健室

Health Care
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これを
取材して!!

お気に入りの
場所見つけ
ました !!

誰かに聞いて
ほしい話が
あります…

ちょっと
困っている
ことがある
んだけど…

つ

ながる ひろがる
 

場り語のちま

市民の
ひろば

お手数ですが

62円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

広報誌への感想や、市へのご意見の
ほか、地域のイベントや出来事、お
勧めスポットなど多くの情報もお寄せ
ください。お便りをいただいた方の
中から、抽選で特産品等をプレゼン
トしています。たくさんのご応募をお
待ちしています！
※�掲載時に、原稿の一部を手直しする

場合もございます。

〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課

「市民のひろば」係
  ☎ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを
募集しています

こ
れ
ま
で
市
外
に
住
ん
で
い
た
の
で
す

が
、
４
月
に
鹿
屋
市
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
道
を
歩
い
て
い
る
と
学
生
さ
ん
が

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
多
く
、
す

が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

通
り
が
か
っ
た
お
店
の
方
か
ら
も
あ
い
さ
つ

を
し
て
頂
き
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
街
が

こ
ん
な
に
素
敵
な
街
だ
っ
た
の
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。（
Ｔ
・
Ｍ
さ
ん
・
28
歳
・
女
性
）

　

Ｔ
・
Ｍ
さ
ん
、
お
帰
り
な
さ
い
。
通
勤
・

通
学
の
途
中
で
、
他
の
人
と
す
れ
違
う
た

び
に
、
お
互
い
に「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
挨
拶
を
交
わ
す
と
、
お
互
い
に
気
持
ち

よ
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
し
て
、「
今
日
も

元
気
に
気
持
ち
よ
い
一
日
を
過
ご
せ
る
」
と

嬉
し
く
な
り
、
こ
ち
ら
ま
で
笑
顔
に
な
り
ま

す
。
都
会
で
は
隣
近
所
が
疎
遠
に
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
鹿
屋
は

当
た
り
ま
え
の
光
景
が
変
わ
ら
ず
続
い
て
い

て
、
こ
の
鹿
屋
が
素
敵
な
街
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
素

敵
な
投
稿
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鹿
屋
市
に
住
み
２
回
目
の
夏
を
迎
え

ま
す
。
生
ま
れ
て
５
回
県
内
を
引

越
し
を
し
て
鹿
屋
市
に
辿た
ど

り
着
き
ま
し
た
。

他
の
地
域
に
比
べ
て
、
子
供
た
ち
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
と
て
も

多
い
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。
暑
い
日
も
雨

の
降
る
日
も
霜
の
降
り
る
日
も
朝
の
７
時

前
か
ら
歩
道
に
立
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ

れ
を
見
て
、
私
も
し
っ
か
り
学
業
を
積
み
、

人
の
た
め
世
の
た
め
に
役
に
立
つ
よ
う
な

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
、い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
高
隈
山
花
子
さ
ん
・
17
歳
・
女
性
）

　

こ
れ
ま
で
県
内
を
５
回
引
越
し
さ
れ
、

い
ろ
ん
な
ま
ち
で
過
ご
さ
れ
た
高
隈
山
花

子
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
感
じ
ら
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
も
、
子
ど
も

目
線
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
す
の
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
毎
日
歩
道
に
立
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
市
内
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
、
微
笑
ん
で
こ
の「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」

を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ぜ

ひ
、
世
の
た
め
に
役
に
立
つ
人
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
投
稿
に
よ
り
日
頃
か
ら
感
謝
と
尊
敬
の

気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
方
々
も
清
々
し
い
気

持
ち
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

嬉
し
い
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
字
が
多
す
ぎ
て
読
み
た
く
な
い

ナ
ァ
～
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
す
。
グ
ラ
フ
に
し
た
り
し
て
、
目
を
引

く
よ
う
な
工
夫
が
欲
し
い
で
す
。も
っ
と
ス
ッ

キ
リ
し
て
、
大
き
な
文
字
で
読
む
所
が
あ

れ
ば
良
い
と
思
う
よ
う
な
“
か
の
や
”
が

欲
し
い
で
す
。
グ
ラ
フ
や
絵
の
方
が
高
齢

者
は
見
や
す
い
。（
匿
名
・
60
歳
・
女
性
）

　

広
報
か
の
や
で
は
、
高
齢
者
か
ら
若
い
世

代
に
も
読
ま
れ
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
広
報

誌
を
目
指
し
、
写
真
を
多
用
す
る
な
ど
、
紙

面
の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
記
事
に

よ
っ
て
は
文
字
数
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
、

ご
高
齢
の
方
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け

す
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
情

報
量
を
分
散
さ
せ
る
な
ど
、
読
み
や
す
い
広

報
誌
を
目
指
し
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
紙
面

構
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
今
回
は
貴
重
な

ご
意
見
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
立
図
書
館
で
本
を
借
り
て
車
へ
戻

る
時
の
こ
と
で
す
。
文
化
会
館
の
駐

車
場
近
く
で
、「
図
書
館
は
ど
こ
で
す
か
」「
車

は
ど
こ
に
停
め
た
ら
い
い
で
す
か
」と
尋
ね
ら

れ
ま
し
た
。
高
齢
者
マ
ー
ク
を
つ
け
た
お
年

寄
り
の
方
で
し
た
。
駐
車
場
の
表
記
が
初

め
て
行
く
方
に
は
、分
か
り
に
く
い
の
で
は
？

と
思
い
ま
し
た
。（
Ｍ
Ｋ
さ
ん
・
25
歳
・
女
性
）

　

日
頃
か
ら
市
立
図
書
館
を
ご
利
用
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

指
摘
の
と
お
り
、
市
立
図
書
館
、
駐
車
場

と
も
に
分
か
り
に
く
い
位
置
に
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
経
路
を
示
す
も
の
が
無

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
６
月
上
旬
に
、
案
内

板
を
３
か
所
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
と
も
利
用
者
に
分
か
り
や
す
い
表
示
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
立
図
書

館
の
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
お
便
り

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
公
開

し
て
い
ま
す
。

№275

応募〆切　７月12日（水曜日）

「かのや土曜朝市」で販売されている商品の詰め合わせセットを３
名にプレゼントします。生産者がこだわりを持って作っている、
大隅半島の新鮮な農林水産物や加工品等を、今回、「かのや土曜
朝市実行委員会」のご厚意により特別に詰め合わせたものです。
朝市の雰囲気とともに楽しんでください。

市民のひろばにお便りをくださった方の中から

「かのや土曜朝市」の
商品詰め合わせセットを
プレゼントします。

※当選者の発表は、商品引換券の発送をもって代えさせていただきます。

6Present

井い

本も
と 

佳か

奈な 

隊
員

今
回
の
報
告
者

　私は現在、市内の種
しゅ

畜
ちく

場
じょう

で、就農に
向けた研修を行っています。
　研修を始めて８か月が経ちましたが
まだ初めて行うことも多く、日々挑戦
の毎日です。
　最近では牧草の刈り取りが始まり、トラクターの操作も少し
ですが教えていただき、させてもらえるようになりました。
　地域おこし協力隊としての活動はまだ多くないですが、今後
はSNSでの活動の情報発信などを行っていく予定ですので、そ
の際はぜひ見ていただければと思います。
　一人前の畜産農家を目指して、一生懸命頑張ります!!

かのや活動レポート vol.21

かのや土曜朝市
☎ 0994-47-2506
　（日髙）
※�かのやイベント

広場（本町）で開
催
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編  集  後  記

　
「
『
お
と
な
の
香
り
茶 

バ
ラ
煎
茶
』

は
、
若
い
女
性
に
も
っ
と
お
茶
を
飲

ん
で
も
ら
い
た
い
、『
ば
ら
の
ま
ち

か
の
や
』
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
生
み
出
し
た
商
品
で
す
。
煎

茶
と
、
乾
燥
し
た
バ
ラ
の
花
び
ら
を

ブ
レ
ン
ド
し
、
煎
茶
は
、
豊
か
な
甘

み
と
香
り
が
特
徴
の
鹿
屋
産
。
バ
ラ

は
、
香
り
の
強
さ
が
特
徴
の
、
か
の

や
ば
ら
園
で
無
農
薬
栽
培
さ
れ
て
い

る『
ロ
サ
・
ダ
マ
ス
ケ
ナ（
別
名
ダ
マ

ス
ク
ロ
ー
ズ
）』
を
使
っ
て
い
ま
す
。

材
料
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、
煎
茶
と

バ
ラ
が
一
体
化
し
た
、
上
品
な
香
り

と
味
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
手
軽
に
楽
し
め
る
よ

う
に
、
淹
れ
や
す
い
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ

に
し
た
ほ
か
、『
お
と
な
の
香
り
茶 

バ
ラ
煎
茶
』
独
自
の
楽
し
み
方
と
し

て
、
別
添
え
の
乾
燥
さ
せ
た
バ
ラ
の

花
び
ら
を
浮
か
べ
る
こ
と
で
、
視
覚

的
に
も
楽
し
め
ま
す
。

　

商
品
化
で
一
番
苦
労
し
た
の
は
、

花
び
ら
の
原
色
を
保
っ
た
ま
ま
バ
ラ

を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。
花
び
ら
は
完

全
に
乾
燥
し
て
い
な
い
と
、
茶
葉
が

腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
時
間
を
か
け

て
日
陰
で
干
し
て
も
、
白
く
色
あ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。
試
行
錯
誤
の
末
、

高
熱
で
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ

ラ
の
自
然
の
色
を
保
っ
た
ま
ま
乾
燥

さ
せ
る
製
法
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

お
茶
の
楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ

れ
。
気
分
に
応
じ
て
、
お
好
み
で
楽

し
め
る
よ
う
に『
お
と
な
の
香
り
茶
』

は
、『
バ
ラ
煎
茶
』
の
ほ
か
、『
バ
ラ
紅

茶
』
と『
深
蒸
し
茶
』
の
シ
リ
ー
ズ
に

な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、多
く
の
方
々

に
贅ぜ
い
た
く沢
な
ひ
と
時
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
で
す
」

　

鹿
屋
市
は
緑
茶
の
産
地
と
し
て
有

名
で
す
が
、
緑
茶
は
製
法
や
淹い

れ
方

な
ど
に
よ
り
、
味
わ
い
や
香
り
な
ど

が
変
化
し
ま
す
。
そ
ん
な
緑
茶
が
バ

ラ
と
組
み
合
わ
さ
っ
た
時
の
香
り
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
紹
介
す
る「
お
と
な
の
香
り

茶 

バ
ラ
煎
茶
」
は
、
平
成
27
年
11
月

の「
第
２
回
大
隅『
食
の
お
み
や
げ
』

審
査
会
」
で
、
全
体
の
最
優
秀
賞
と

新
商
品
の
部
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
お

茶
で
す
。
生
産
す
る「
鏡
原
製
茶
有

限
会
社
お
茶
の
緑
峰
園
」
専
務
の
西

晃
平
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

 スポットライト
    ～地域で頑張

る人たち～

か
の
や
土
曜
朝
市
実
行
委
員
会

か
の
や
土
曜
朝
市
実
行
委
員

会
は
、
年
末
年
始
を
除
く
毎

週
土
曜
日
、
本
町
の
か
の
や
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る「
か
の

や
土
曜
朝
市
」を
運
営
す
る
組
織
で
、

平
成
９
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

朝
市
で
は
、
大
隅
半
島
の
自
家
菜

園
の
農
作
物
や
花
・
木
、
手
芸
品
な

ど
を
、
生
産
者
で
あ
る
会
員
が
直
接

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
商
店
街
が
寂
し
く
な

る
中
で
、
少
し
で
も
ま
ち
を
活
気
づ

け
よ
う
と
有
志
が
集
ま
り
、
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
会
員
店
舗
数
は
、
多
い

年
に
は
約
60
軒
と
い
う
頃
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
現
在
は
約
25
軒
程
度

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
日ひ

髙だ
か

一か
ず

夫お

さ
ん
は「
出し
ゅ
っ

店て
ん

が
自
ら
の
生
活
の
励
み
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
会
員
も
多
い
。
私
も
こ
こ

で
販
売
す
る
た
め
に
、
農
業
に
つ
い

て
改
め
て
勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
、

毎
日
充
実
し
て
い
る
。
土
曜
朝
市
に

は
１
回
５
０
０
円
で
出
店
で
き
る
。

退
職
後
に
農
業
を
し
始
め
た
と
い
う

人
に
は
、
ぜ
ひ
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

朝
市
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
会
員

も
客
も
自
由
で
、
楽
し
い
雰
囲
気
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
２
か
月
に
１
度
、

会
員
同
士
が
商
品
を
持
ち
寄
っ
て
抽

選
会
も
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
髙
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
こ
だ

わ
り
の
品
を
会
員
も
自
由
に
販
売
し

て
、
お
客
様
も
自
由
に
見
て
回
っ
て

も
ら
う
の
が『
か
の
や
土
曜
朝
市
』。

こ
こ
で
、
す
が
す
が
し
い
早
朝
を
迎

え
、
楽
し
い
情
報
交
換
の
場
と
し
て

い
た
だ
け
た
ら
、本
当
に
う
れ
し
い
」

和やかな雰囲気も魅力の一つ。店の前で、客同士や、客と会員が長く
語らう姿も、おなじみの風景となっている。

発
足
か
ら
20
年
！ 

こ
れ
か
ら
も

　
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る「
土
曜
朝
市
」

No.6
社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の

朝市は午前７時から開始としているが、午前６時頃から既に客が入り出
し、活気を帯びる。楽しみにしている客を待たせることはしない。

「今の倍以上の店舗が並ぶ頃もあっ
た」と懐かしむ日髙さん。目下、会
員（出店登録者）を募集中。

お
と
な
の
香
り
茶

バ
ラ
煎せ

ん
ち
ゃ茶

低学 年 から学 校 で 英 語 を 学
ぶ子どもたち。市内ではそ

れが当たり前に行われています
が、P14 ～P15にもあるように実
は鹿屋市独自の取り組みなんで
す。鹿 屋 市 は 教 育 にも 力 を 入 れ
ています！（前田）

I CTで も た ら さ れ る 多 くの
情 報。でも重 要 性 や正 確さ

などは様々。「不要な情報に流さ
れ ず、真に 必 要 か つ 高 精 度 の 情
報 を、ど の ように自 分 で 取 捨 選
択・活用するか」ということも大
切だと思います。（原田）

「おと な の 香り 茶」を 製 造 さ れ
ている緑峰園の皆さんをは

じ め、素 敵 な 人 や ア イ デ ア に 触 れ
ることができ、とても刺激になりま
した。鹿屋市の「素敵」を、これから
も見つけていきたいです！（櫛下）

西に
し  

晃こ
う

平へ
い 

さ
ん

鏡か
が
み

原は
ら

製
茶
有
限
会
社
お
茶
の
緑

り
ょ
く
ほ
う
え
ん

峰
園 

専
務

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

鏡原製茶有限会社
お茶の緑峰園
寿2-3-32

☎0994-42-3465

社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の
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ペット葬祭・霊園
夢 眠
む ー みん

お問い合わせ・ご相談は

（有）池田大仏堂グループ
〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）

http://kanoya-pet.com/http://kanoya-pet.com/

一緒に過ごしてきた
家族だから感謝の気持ちを
込めてお見送り。

一緒に過ごしてきた
家族だから感謝の気持ちを
込めてお見送り。

たくさんの思い出を
ありがとう。
たくさんの思い出を
ありがとう。

☎0994-45-3400☎0994-45-3400

厚生労働省所管

国立療養所星塚敬愛園
〒893-8502  鹿屋市星塚町4204番地　☎0994-49-2500（内205）

職　　種　介護員
処　　遇　�国家公務員法一部適用�（年度更新可）
　　　　　４週８休　各種保険完備
給　　与　�当園規定による。諸手当有
募集人員　�業務拡大のため 10名以上の募集
選　　考　面接等による

まずは、下記連絡
先にお問い合わせ
ください。

介護員
大募集

やりがいの
ある仕事です。
一緒にがんばり
ましょう。

新生社印刷は、南九州の業界で
唯一のISO27001（ISMS）認証
取得企業です。すべての印刷物を
安心してお任せください！

認証取得
鹿屋・鹿児島・宮崎・ここまる 認定  情報セキュリティマネジメントシステム

私たちはお客様の大切な情報をお預かりする責任と情報資産の保護義務
の観点から、情報セキュリティマネジメントに取り組んでおります。

鹿児島県鹿屋市札元１－22－34　
TEL 0994（43）2238（代）

URL http://www.shinsei-p.co.jp　E-MAIL kan@shinsei-p.co.jp

ISO27001
ISO 27001

認証取得
（鹿屋・鹿児島・宮崎・ここまる）

認証NO  DAS 53739204/21/l

田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町 108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町 14042-8　株式会社  Ligare

24時間
対応
☎0994-44-4440
0120-41-8844

家族葬の池田屋加盟店

テレビで全国放映されました !

☎0994-43-2238
鹿児島県鹿屋市札元1-22-34お気軽にお問い

合わせください

オリジナルマグカップオリジナルマグカップ
１個からご注文できます !!

ご注文の流れ
①文字原稿・お写真をご用意ください。
　プリント写真・SD・USB・CD
　メールでも OK です。

② マグカップのサイズをお選びください。
２種類ご用意しています。

③お預かりした原稿を元に作成します。

④写真・文字を確認。

⑤マグカップ出来上がり !!

▼

▼

▼

▼

出来あがり前を
確認できます !!

E-mail :kan@shinsei-p.co.jp

詳しい内容は
6月25日発行の
HappyChoiceを
ご覧ください

始めます!!
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広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市政策推進課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱新生社印刷

☎ 0994-43-2238
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